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近
年
少
子
化
が
す
す
み
日
本
全
体
の
課
題
と

な
っ
て
い
て
、
政
治
の
世
界
や
メ
デ
ィ
ア
な
ど

で
盛
ん
に
問
題
提
起
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
育

て
す
る
環
境
を
社
会
が
ど
の
よ
う
に
見
守
る
か

は
と
て
も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

現
代
の
教
育
と
し
て
、
多
方
面
の
エ
リ
ー
ト

を
つ
く
り
た
い
と
い
う
影
が
見
え
隠
れ
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
を
育
て
る
親
が
社
会
か
ら
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
こ
と
な
く
『
子
育
て
は

楽
し
い
』
と
思
え
る
社
会
に
な
る
こ
と
は
、
少

子
化
を
止
め
る
一
つ
の
方
法
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

私
た
ち
は
「
人
材
」
を
育
て
て
い
る
の
で
は

な
く
「
人
間
」
を
育
て
て
い
る
の
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
人
か
ら
愛
さ
れ
、
尊
重
さ
れ
る
子

ど
も
時
代
を
送
る
こ
と
は
全
て
の
子
ど
も
た
ち

に
与
え
ら
れ
て
い
る
権
利
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
未
来
は
、
子
ど
も
た
ち
自
ら

が
切
り
拓
い
て
い
く
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に

私
た
ち
大
人
は
、
子
ど
も
の
言
葉
を
大
切
に

し
、
手
を
つ
な
ぎ
合
い
、
一
緒
に
成
長
で
き
る

社
会
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
育
カ
レ
ン
ダ
ー
で
は
子
ど
も
た
ち
の
あ
ゆ

み
を
絵
と
共
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
た
く

さ
ん
の
方
の
手
に
と
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
保
育
カ
レ
ン
ダ
ー
の
普
及
に
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

子どもの笑顔を守るために
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関西 広島県福山市日吉台2丁目11-15

島根県出雲市大社町入南1307-5

島根県安来市穂日島町426-1

福岡県北九州市八幡西区鳴水町5-22

長崎県長崎市女の都3-2-4

福岡県久留米市安武町武島773

長崎県長崎市女の都3-2-4
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青森県八戸市是川2-15

福島県いわき市鹿島町下蔵持字沢目20-1

茨城県石岡市東大橋1639-2

茨城県ひたちなか市西光地１丁目6-3

愛知県豊川市市田町原山97、98

静岡県島田市阿知ヶ谷277

大阪府羽曳野市壺井508-1

福井県福井市西二ツ屋町第9号8番

是 川 保 育 園
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はなのわ保育園

     恵の実保育園

たけのこ保育園

くるみ共同保育園

東 北

編集委員長

認 定 こ ど も 園
鷹 巣 ひ か り

寺
田
和
弘

■ カレンダーへのご意見・ご感想は編集委員会までお寄せ下さい。TEL 0533-65-9803　FAX 0533-84-9777　Eメール:hoikuen.enomi@gmail.com

1999年から2010年までテレビ朝日「サンデープロジェクト」特集班ディレクター。シリーズ企画「言論は大丈夫か」などを担当。2011年
からNHKや民放各局で主に社会問題を中心に番組制作を行う。
2023年ドキュメンタリー映画「生きる」大川小学校津波裁判を闘った人たちの監督を務める。同作品は第78回毎日映画コンクールでド
キュメンタリー映画賞、第97回キネマ旬報文化映画ベスト・テン第2位、第10回浦安ドキュメンタリー映画大賞を受賞。
その他の受賞作に2006年JCJ賞「シリーズ言論は大丈夫か～ビラ配り逮捕と公安～」（テレビ朝日・ABCサンデープロジェクト）、2015年
テレメンタリー年間最優秀賞・ギャラクシー賞奨励賞「DNA鑑定の闇～捜査機関“独占”の危険性～」（テレビ朝日）がある。

pro�le

　私は2023年に公開した「生きる」大川小学校 津波裁判を闘った人た

ちというドキュメンタリー映画の監督を務めました。宮城県石巻市に

あった大川小学校は2011年3月11日に起きた東日本大震災による津波

で、学校管理下で唯一、甚大な被害がでました。この映画は「なぜ我

が子が学校で命を失ったのか」その理由と原因、我が子の最期を知り

たいと活動してきた親御さんたちの闘いの記録です。このようにドキ

ュメンタリー映画は、現実に起きたことをカメラで撮影し、その映像

をまとめて、みなさんに観ていただく映像作品です。白い画用紙に自

由な絵を描くことができる作品とは大きな違いがあります。ただ映像

作品が目指すべき絵の作品があると思っています。それは絵本です。

何度も何度も絵本を子どもたちが読むのは、絵の世界を自分自身でさ

らに広げていくからだと聞いたことがあります。読むたびに絵本の内

容が変わっているのかも知れません。私たちが見る映像や風景も、目

に映るものがすべてではありません。みなさんも同じものを見るたび

に変わるという経験をしたことがあるのではないでしょうか？

　

　そう考えると和紙に自由に書かれる絵は、すべての事柄に繋がる原

点になるのではないでしょうか？子どもたちには自由に絵を描く権利

があります。子どもたちには無限の可能性があり、そして私たち大人

には彼らが自由に生きることができる社会を築く義務があると、保育

カレンダーとして記録された作品を見て改めて思いました。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
監
督

い
の
ち
を
守
り
、
育
て
、

未
来
へ
つ
な
ぐ


